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こ
の
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鈴
企
画

は
今
年
で
３
年
目

と
な
り
、
風
鈴
に

手
紙
の
要
素
を
組

み
合
わ
せ
た
の
は

全
国
初
の
試
み
で
、

こ
の
事
業
を
関
目

商
店
街
の
名
物
の

１
つ
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
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小
学
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３

年
生
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、
当
日
参
加
２
５
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の
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１
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の
子
ど
も
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が
関
目
商
店
街
に
足

を
運
ん
だ
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付
を
済
ま

せ
、
汗
を
か
き
な
が
ら
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
ま
っ

さ
ら
な
風
鈴
に
自
分
の

カ
ラ
ー
を
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け
て
い
っ

た
。
自
分
の
好
き
な
も
の

を
描
く
子
や
夏
の
風
物
詩
を
描
く
子
、
街
並
み
を
表

現
す
る
子
な
ど
、
私
た
ち
が
あ
っ
と
驚
く
よ
う
な
絵

を
描
い
た
子
ど
も
達
。
世
界
に
一
つ
だ
け
の
自
分
の

風
鈴
を
作
り
終
え
た
子
ど
も
達
の
顔
は
、
な
に
か
満

足
げ
で
あ
り
、
飾
ら
れ
た
自
分
の
風
鈴
か
ら
「
チ
リ

ン
チ
リ
ン
」
と
夏
の
音
色
が
聞
こ
え
る
と
、
じ
っ
と

見
つ
め
、
か
わ
い
ら
し
い
笑
顔
を
見
せ
た
。
才
能
や

可
能
性
に
満
ち
溢
れ
た
絵
、
子
ど
も
達
の
将
来
が
楽

し
み
だ
。 
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